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研究成果の概要（和文）：学校危機には、いじめ、不登校、非行だけではなく自然災害、事故など多くの種類が
あるがこうした危機が同時に起きるマルチハザードな状況までを見据えて、準備、介入、回復の過程よりもむし
ろ、想定される状況を見据えながらも、まず予防の重要性を唱えた。さらに予防策として、感情や社会性の育成
に力を入れる授業案、危機予防のアセスメントの展開と考察、実態を元にした危機予防のためのシミュレーショ
ン対策となるキット開発とワークショップの展開案などを提案した。学会シンポジウム、論文、図書において
も、危機予防のデフォルトとして備えるべきことについて具体的で可視的な提案を発表し、紹介し、肯定的なフ
ィードバックも得ている。

研究成果の概要（英文）：School crises may involve not only bullying, truancy and delinquency, but 
also natural disasters and accidents. Although the processes of preparedness, intervention and 
recovery have been a focus of research and practice, the authors argue that prevention is a crucial 
strategy to tackle various types of school crises and multi-hazard situations. Furthermore, lesson 
plans for Social Emotional Learning, crisis prevention assessment, and development of crisis 
prevention kits with related workshop protocols, are proposed through symposia in academic 
conferences, research papers and books. The contents include practical, substantial and visible 
proposals to inform readers about what the default components are and how important they are in 
crisis prevention, and which works have been received with positive responses. 

研究分野： 発達心理学　学校心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、新型コロナウイルス感染に関する有事の時であるが、世界中の民が、「予防」の重要性について認識して
いる。何かが起きたときにどう対処するかは当然大切ではあるが、次の事態を予測して、備えておくことの意義
は大きい。学校危機予防についても、目の前の教育や支援に目一杯であることから立ち止まって予防を考えるこ
とに時間を割くことに現場の抵抗感は大きいが、本研究の危機予防の満足度調査から満足度は必ずしも高いもの
ではなく、多くの問題点があることが明らかになった。授業にソーシャルエモーショナルラーニングを導入する
ことの有効性や、危機状況を可視化するキットの提案など、意義ある具体策を打ち出すことができたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
これまでの研究レビューから、わが国の現実問題として指摘できる課題は大きく四つあると

考えた。第一に、いじめ・自然災害・事故・不審者侵入等、各危機別の対応策が具体的でなく、
マルチハザードに対応できる策を講じていない、特に危機時の組織と連携について明確でない
こと、第二に、トラウマ予防となる、子どもの傷つきやすさ(vulnerability)への対応（レジリエ
ンスや感情リテラシーの育成）が視野に含まれていないこと、第三に大規模なシミュレーション
対策は火災対応のみに留まっていること、第四に、環境デザインと人との力動が安全面・安心面
という心理変数に及ぼす影響について十分に配慮されていないこと、である。海外の包括的な危
機予防対応策はアメリカの PREPaRE やオランダに本部を置く ESPCT がある。実際にトレー
ニングに参加してきたが、「学校」文化や職務体制の違いから、日本の実情にある学校危機予防
対策を独自に考えることが必要という結論に至っている。 
 
２．研究の目的 
学校危機予防には切り口がいくつも考えられたが、本研究では、危機予防のためのデフォルト

になる複数の切り口を支援方法のフレームとして構造的にあえて捉えようとした。 
まずは、学校のアセスメントの元に、対応できるような支援のシステムを想定することを目的

とした。教員の危機予防に関する満足度やどういった対策に不満があるかを簡単な調査でアセ
スメントできる方法を考えることとした。 
次に、学校環境に焦点を当て、学校の雰囲気に着目した。教員から、仲間からの死角が構内に

あるかどうかや、不審者が来たときの動線、掲示板や空き教室の活用など、学校の「雰囲気」を
心理的に規定する要因を抜き出し、環境の改善を行なうことを目的の一つとした。 
３つ目に、子ども達の安心感や満足度のベースラインをとり、社会性や感情力の向上を目指す

ことによる、学習成果ややる気を生み出すことでエビデンスが明らかにしている、ソーシャルエ
モーショナルラーニングの考え方を基盤に、授業や活動にソーシャルスキルトレーニングなど
を積極的に活用し、子どもたちのリソースとなる危機予防コンピテンスを高めるプログラムを
開発することを目的とした。 
４つ目に、実際に危機が生じた時に、ある程度の対応が可能であるという自己効力感を学校ス

タッフが持つことが、危機予防には不可欠であるという考え方が重視されていたことから、学校
危機想定シミュレーションの実施などを試みることとした。 
 
３．研究の方法 
ここでは、どのような対応や支援を行うかのベースとなるアセスメントの方法を確立しよう

とした。学校危機予防について効果的な支援を実現するためには、教師の危機予防についての不
満や課題、さらにどのような方向の活動が重要かに関するメタ認知を促す支援のあり方が必要
であると考えた。 
そこで，学校危機予防のニーズ調査や支援の方向性を促すための尺度を活用し，具体的な学校

危機予防につなげていく可能性を探ることとした。Varnava の Checkpoints for Schools をも
とに作成した支援ツールを用いて 学校関係者に調査を実施し 所要時間・回答項目の分かりや
すさなど 簡便性の点と 小学校・中学校・高等学校の各校種における妥当性などの 内容 につい
てヒアリングし、その上で校務分掌や学校種別の危機意識の特徴を明らかにすることとした。  
 
対象 
対象者：小学校・中学校・高等学校のいずれかで、全て常勤で教育の専門家として活動する学

校関係者（指導主事など教育行政機関の所属者も含む）であった。 
任意での回答に応じられた総数は 2088 件，そのうち有効回答は 1864 件であった。 

実施時期・場所：2014～2017 年に，関東圏・本州・九州で行われたメンタルヘルス・教育相談・
生徒指導・養護教諭等に関する複数の研修会への参加者を対象とした。  
倫理的配慮：調査にあたり，調査への協力は任意であること，個人を特定される情報が取り上げ
られることはないこと等を説明し実施した。大学の倫理審査委員会に申請し，調査の承認を得た。 
 
測度：学校危機予防支援ツール： 
先行実践で用いられた Checkpoints for Schools を 日本語に訳し 翻訳の妥当性などについ

て複数の研究者間で確認したうえで「研修」項目に ソーシャル・スキル・トレーニング に関す
る事項を加え安心安全な場づくりに向けた学校危機予防支援ツールの活用ツール試作版を作成
することとした 
 
質問紙の構成  
すべての項目に対し４件法（1:まだ十分でない、2:やや十分でない、3:まあ充分である,4:かな

り十分である）で回答を求めた。下位尺度については，家庭・学校・地域との連携 10 項目（ex. 
家庭と連携し，具体的家庭と連携し，具体的な学校の方針に援助が得られるよう説明している），
価値 10項目（ex. 相互に敬意を払う関係がつくられている）、組織 10項目（ex. 学校危機を予
防するために日課などが精査されている）、環境 10項目（ex. 駐車場や学校校舎外にも気を配っ
ている）、カリキュラム 10項目（ex. 子どもに暴力のタイプや暴力がどのような子どもに問題を



もたらすか教えている）、トレーニング 11項目（ex. 葛藤解決のためのテクニックやプログラム
を理解している）であった。  
 
４．研究成果 
校長をはじめ校内のまとめ役を担う立場として 1)学校管理職：校内の児童生徒支援の役割を

担う立場として、2)教育相談･進路指導･生活指導：すべての安心安全な場づくりに向けた学校危
機予防支援ツールの活用 、適応状況の児童生徒に関わる立場として、3)学級担任･学年主任：特
別な教育的ニーズに対応する立場として 4)特別支援教育コーディネーター等，およびそれ以外
のスタッフとして、5)その他、の５職種に分類した。 
これらを職務･分掌ごとに４件法で回答のポイント合計を比較したところ、学校種および職務･

分掌ごとに 6差異が見られることが示された。また６領域の比較から，各領域間で学校危機予防
の実践に関する認識に差異が見られることが示された。校内の職務・分掌による学校危機予防に
対する認識は、小学校ではほぼ同等の認識ととらえられていることに対し、中学校･高等学校で
は特に学校管理職において高く、教育相談や学級担任，特別支援教育などの担当者の認識では低
い結果となった。学年ごとの学級数が多く、学年主任など中間層の職務が明確化される傾向が強
い中学・高校において顕著であり、直接的に課題対応をしている可能性が高い学級担任･学年主
任や、教育相談や特別支援教育など適応援助推進者の危機予防の充実への認識は低い傾向が示
された。また、６領域間の比較から、特に②価値・⑥研修・①連携に対しては高い評価が示され
た一方で，③危機予防への組織の認識は低く評価されていた。 
 このほか、学校危機シミュレーションの試作キットを作り、教育委員会での学校危機予防演習
で活用できるかを検討し、一定の成果がある、すなわち、どのような視点が落ちているかなど、
メタ認知を高めることに効果があることがディスカッションで共有された。 
 さらに、ソーシャルエモーショナルラーニングの授業は、学級の雰囲気を高めることが統計的
にも明らかにされ、論文としてまとめている。 
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